
辞書見出し 現在人称変化 過去形 目的語・補語

現在分詞 be 進行形を作る。

①受動態を作る。
②完了を表す。
①予定
②義務・命令
③可能
④運命
⑤意図
⑥仮定法過去のif節で「仮に」

have あり had 過去分詞 have 完了形を作る。仮定法過去完了を作る。

①他の助動詞のない疑問文・否定文を作るために用いる。
②強意
③他の助動詞のない文の倒置（一部）を行うために用いる。
①単純未来
②意志未来・依頼・勧誘
③主語の強い意志・拒絶
④現在の習慣・習性・傾向
⑤推量
⑥命令
①willの時制の一致による過去形
②仮定法過去の主節で
③丁寧表現（依頼・勧誘・希望）
④推量
⑤過去の主語の強い意志・拒絶
⑥過去の不規則な習慣・回顧
①提案・相手の意向
②単純未来
③主語の強い意志・弱い意志
④命令・指図・約束・予言
①義務・当然
②感情・判断
③意向（重要性・適切性・命令・提案）
④驚き・意外
⑤仮定法過去のif節で「万一」
⑥shallの時制の一致による過去形
⑦推量・見込み・期待
⑧丁寧表現（考え・希望・提案）
⑨仮定法過去の主節で（一人称主語で）
①能力・可能
②可能性・推量
③許可・指示
④依頼・申し出・提案
①過去の能力・許可・可能性（canの時制の一致による過去形）
②仮定法過去での能力・可能
③丁寧表現（依頼・許可・提案・申し出）
①許可・提案
②可能性・推量
③祈願
①mayの時制の一致による過去形
②現在（将来）の可能性・推量
③仮定法過去での推量
④丁寧表現（提案・助言・許可・割り込み）
①必要・義務・強制・勧誘・禁止
②強い推量

need なし - 原形不定詞 need 必要（疑問文・否定文のみ）

dare なし dared 原形不定詞 dare 勇気・大胆・あえて・あつかましくも（否定文・疑問文のみ）

①忠告・義務・当然
②推量・可能性
①過去の規則的行為・過去の習慣

②現在と対比させた過去の事実や状態

might

must

ought

used

※ここでの助動詞の定義…「目的語または補語に動詞の活用形しかとらない」かつ「主語と倒置することで疑問文を、すぐ後
にnotを入れることで否定文を作れる」動詞。
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助動詞　（Auxiliary Verbs）
語義（用法）

be

do
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